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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、第１に他者持つ異論に対する寛容性を規定する要因を探ること、第２に、
寛容性が持つ心理的意味を考察することである。幼児、児童、青年を対象とした実験から、寛容性は相対主義の理解の
発達と独立した発達過程であること、加齢とともに道徳領域の問題が重視されるようになることが示唆された。また、
「意見の異なる他者に対する寛容性」が対人ネットワークの拡大に影響することが示された。以上の知見をもとに、寛
容性の発達的意味と教育的示唆を議論した。

研究成果の概要（英文）：This study investigated factors that determine tolerance towards others' having di
fferent opinions and discussed psychological meaning of tolerance. Experiments were conducted with infants
, children, and young people. The results suggested that tolerance was a developmental process that is ind
ependent of development regarding the understanding of relativism. Moreover, results indicated that issues
 in the moral domain come to be valued with age. Furthermore, it was indicated that "tolerance towards oth
ers with different opinions" affected the expansion of interpersonal networks. Based on the above findings
, the developmental meanings of tolerance are discussed and suggestions for the field of education are pre
sented.
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1. 研究開始当初の背景 

 人が異質な他者を受容するということは

どのような意味があるのか。幼児においては，

自分と異なる嗜好や思考を持つ他者を理解

することは難しい。児童期，青年期になり，

他者理解が発達するものの，依然自分と異な

る意見を持つ他者の視点に立つことは困難

である。しかし，異質な他者の受容とは，他

者の異質性の理解に限らない。他者の多様性

に対する「寛容(tolerance)」の問題と位置づ

けることができる。「寛容」はこれまで，政

治的，宗教的な問題として扱われることが多

かったが，子どもの日常生活にもかかわる問

題である。たとえば，自分と異なる意見を持

つ他者を「認めること」，あるいは，自分た

ちの集団に「受け入れること」などは，まさ

しく「寛容」のひとつの側面である。このよ

うな，自分とは異なる信念を持つ他者を受け

入れる態度は，学校現場でも大きな問題とな

っている。その一方で，思春期に特有の，異

質な他者を排除しようとする心理特性は，成

長のために必要な一つの過程であるという

指摘もある。そこで，本研究は，自分とは異

なる信念を持つ他者に対する判断の発達を

探り，それが人間にとってどのような心理的

意味を持つものなのかを探る。 

 

2. 研究の目的 

 本研究の目的は，第１に異質な他者あるい

は他者の持つ異論に対する寛容性を規定す

る要因を探ること，第２に，寛容性が持つ心

理的意味を考察することである。 

 

3. 研究の方法 

 ６つの研究を行った。第１の目的のために，

幼児から青年に対して予備調査を含めて４

つの実験を行った。寛容性の測定方法は様々

なものがあるが，本研究では，異質な他者と

の交流の側面，すなわち，そのような他者と

の交流を望むか，あるいはそのような他者を

仲間集団に受け入れるかということから測

定した。規定する要因として，判断対象の領

域（道徳，慣習，個人），および年少者（幼

児から小学３年生まで）に対しては相対主義

の理解と心の理論を想定した。続いて第２の

目的のために，大学生を対象に，２つの調査

を行った。具体的には，寛容性が与える影響

として社会的メリット（社会的ネットワーク

の規模）/ 心理的メリット（生活充実度）を

想定し，その相関関係および影響関係を探っ

た。寛容性は「意見が異なる他者に対する寛

容性」と「迷惑行為をする他者に対する寛容

性」の尺度によって測定された。 

 

4. 研究成果 

（１） 研究１（予備的調査） 

 ６名の大学生を対象に，認知と感情がどの

ように寛容性にかかわるのかという基準の

抽出を試みた。先行研究で使用された 50 の

意見（例えば中絶，捕鯨など）に対して，ど

の意見に対し「許容できない」と感じるかど

うかについて評定し，および各意見に対し感

情や道徳・慣習の概念化などについて評定し

た。また，実際にどのような基準で「許容で

きるか否か」を判断したのかについてインタ

ビューした。感情と道徳・慣習概念化の基準

がみられたが，それ以外に判断者本人への影

響可能性の見積もりも許容の判断において

利用されることが示唆された。 

（２） 研究２ 

（既に発表済みのものにデータを追加し再

分析したものである） 

 小学４年生，６年生，中学２年生を対象に，

集団からの排除についての判断を検討した。

私的集団（遊び仲間集団）と公的集団（班）

のそれぞれにおいて，社会的領域理論の３領

域（道徳，慣習，個人）に対応した行動の特

徴を持つ他者に対する排除判断（集団から排

除することを認めるか），その理由を求めた。

その結果，年齢とともに，排除自体の不公平



性に注目し排除される他者の特徴を区別し

ない判断から，集団機能に注目し他者の特徴

を細かく区別する判断へ変化した。小学生は

２つの集団を区別して判断する一方で，他者

は変わるべきであると考える傾向が見られ

た。同時に，提示された他者に対して「好ま

しい」「変だ」などの評価を求めたが，これ

らの評価自体に発達差はなかった。つまり，

他者への評価（「好ましい」や「変だ」など）

が判断における発達差と関係する可能性は

低いと考えられる。 

（３）研究３〜研究４ 

 信念の多様性についての子どもの理解を

探るために，異論を持つ他者への寛容性，相

対主義の理解，心の理論の３つの関連を調べ

た。研究３では，幼児，小１生，小２生，小

３生を対象に実験を行った（なお，小学生に

対しては絵本形式の質問紙を利用し，集団で

実施した）。実験の流れは次の通りである。

まず，「道徳」，「事実」，「曖昧な事実」，「好

み」の４領域に対応する意見についての本人

の考えを確認した（たとえば「好み」は「ア

イスクリームは美味しい」）。その後，本人の

考えと同じ子ども（A），逆の考えの子ども(B)

の２種の人物を提示し，「どちらの考えが正

しいか，両方の考えが正しいか（相対主義の

理解）」，「A，B それぞれが被験児に遊ぼうと

言ったらどう思うか（寛容性）」を尋ねた。

幼児については誤信念課題もあわせて実施

した。その結果，幼児においても課題によっ

ては相対主義の理解がみられた。また，どの

年齢群も，領域を考慮して判断していたが，

寛容性判断において加齢とともに道徳領域

が分化していった。「好み」に対する相対主

義の理解（アイスクリームが美味しいと考え

ても，美味しくないと考えても，どちらも間

違ってはいない，という判断）がみられなか

ったのは，課題として提示されたアイスクリ

ームのおいしさが子どもにとって絶対的な

ものだったからかもしれない。続く研究４で

は，子どもにとってあまり魅力的ではない食

べ物（野菜）を材料にした補足実験を行った。

その結果，「野菜」課題において相対主義理

解の割合が増加した。 

（４） 研究５〜研究６ 

 研究５では，大学生を対象に，寛容性を測

定する尺度，生活充実度，友人ネットワーク

の形成についての質問紙調査を実施した。寛

容性の高さと生活充実度，友人ネットワーク

形成に相関が見られ，寛容性と心理的健康と

の関連が示唆された。 

 続く研究６では，影響関係を特定するため

に，研究５で使用した尺度を用いて，パネル

調査を実施した。２回目調査の生活充実度，

「知人・友人・近所の人の人数」，「知人・友

人・近所の人の中で手助けや手伝いをしてく

れそうな人数」のそれぞれを従属変数，性別，

１回目調査の寛容性（２種類），一般的信頼

感，対応変数（従属変数に対応する１回目の

変数；生活充実，知人・友人・近所の人の人

数，知人・友人・近所の人の中で手助けや手

伝いをしてくれそうな人数）を独立変数とし

た分析モデルによる重回帰分析を行った（強

制投入法）。このような分析方法を用いると，

性別・一般的信頼感・対応変数の影響を除去

し，寛容性が生活充実度と対人ネットワーク

に与える影響を検討することが可能になる。

その結果，「意見の異なる他者に対する寛容

性」の得点が高いことが，３ヶ月後の友人の

増加に影響していた。寛容性は生活充実度に

は影響がなかった。これまで因果関係に踏み

込んだ研究はなかったが，本研究は，寛容性

が対人ネットワークの構築におよぼす影響

を明らかにした。 

（５）まとめと今後の課題 

 本研究の目的は，第１に他者が持つ異論に

対する寛容性を規定する要因を探ること，第

２に，寛容性が持つ心理的意味を考察するこ

とであった。幼児，児童，青年を対象とした

実験から，寛容性は相対主義の理解の発達と



独立した発達過程であること，加齢とともに

道徳領域の問題が重視されるようになるこ

とが示唆された。また，「意見の異なる他者

に対する寛容性」が対人ネットワークの拡大

に影響することが示された。 

 他者に対する寛容性は，単に「他者が異な

る意見を持つことを理解すること」で達成さ

れるものではないようだ。寛容性判断は，複

数の知識を調整する複合的な過程であると

いう Killen ら(2006)の主張を支持する結果

と考えられる。寛容の最も難しい問題は，道

徳的問題と抵触するときに生じる。発達的な

到達点は，寛容であるかどうかという量的な

基準ではなく，複数の観点を考慮して判断で

きるかということ，状況に応じて判断を変え

ることができること，抵触する問題の種類を

考慮できるということではないだろうか。小

学生は判断材料となる他者や異論自体の差

異を十分に考慮できず，中学生は集団の差

（本研究では公的集団か私的集団か）を比較

的考慮しないという本研究から得られた知

見は，年齢群によって教育的課題が異なるこ

とを示唆するものである。 

 また，寛容であることが集団の発展に寄与

するという多くの指摘があるが，個々人にと

っての利点はあまり検討されていなかった。

本研究では，対人ネットワークの拡大と生活

充実度という，社会的，心理的メリットへの

影響関係をパネル調査で検討した。その結果，

寛容であることが友人数の増加に影響する

ことが示された。 

 本研究では，教育的な働きかけの効果を実

験的に検証するにはいたらなかった。また，

寛容の効用における発達差も検討できなか

った。この領域の研究が少ないこと，特に日

本においてはほとんど取り組まれていない

ことから，本研究のみではこれらの大きな問

いに答えることは難しかった。これらは今後

の課題として残されている。 
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